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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 コンニャク品種「みやままさり」（群馬県農業試験場育成、旧系統名 群系70号）について、「在来
種」、「あかぎおおだま」との比較により、特性と福島県における適応性を明らかにした。また、「みやま
まさり」の２年生栽培において最適な栽植距離、施肥量を明らかにした。

(1) 「みやままさり」の球茎肥大倍率は6.00倍であり、「在来種」の4.51倍と比べて133％と高く、高収量
が期待できる（表１）。

(2) 「みやままさり」の生子の球状割合は81.9％であり、「あかぎおおだま」の16.0％と比較して高く、植
付の機械化適応性が高い（表１）。

(3) 「みやままさり」の生イモからの精粉歩留は11.1％であり、「あかぎおおだま」の9.6％と比べて高く、
また、精粉収量も「あかぎおおだま」対比108.5％、「在来種」対比138.7％と高い（表１）。

(4) 「みやままさり」の２年生栽培においては、栽植距離が畦間60cm×株間20cm、窒素施肥量が1.0
～2.0kg/aで球茎肥大倍率、生子収量が高いことから、資材費等を考慮すると1.0kg/aが最適な窒
素施肥量である（図１）。

２ 期待される効果

(1) 「みやままさり」は福島県内で多く導入されている「在来種」と比べて球茎及び生子収量、精粉収量
が高いため、導入により増収が期待される。

(2) 「みやままさり」は福島県の県南地方で多く導入されている「あかぎおおだま」と比べて球状生子割
合が高いため、植付作業における機械化適応性が高く、植付作業の省力化が期待できる。

(3) 「みやままさり」を導入することにより、コンニャク栽培面積減少の抑制、生産意欲の高揚が期待で
きる。

３ 適用範囲

福島県内コンニャク栽培地域全域

４ 普及上の留意点

(1) 「みやままさり」の１年生においては、休眠することがある。

(2) 葉枯病には「あかぎおおだま」よりやや弱い。
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